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【要旨】 
 本研究は、ピアノ学習が発達に特性のある子どもの成長にどのような効果をもたらすかを検討
したものである。音楽が脳や身体の機能を活性化させるという神経学的音楽療法（Neurologic 
Music Therapy: NMT）の理論を背景に、ピアノ演奏をその実践的枠組みの一つとして位置づけ
た。NMT では、音楽のリズムや旋律が運動・認知・情動の多領域を同時に刺激し、脳の可塑性を
促すことが示されている（Thaut & Hoemberg, 2014; Zatorre et al., 2007）。 
 本研究では、奈良県内および大阪府内の放課後等デイサービスを利用する小学生 18 名を対象
に、ピアノ学習群と非学習群の比較を行った。測定には、①UB-2 磁気センサー指タッピング装置
（両手リズムの安定性）、②Purdue Pegboard Test（手指の巧緻性）、③WHO-QOL-26（生活の質：
身体的・心理的・社会的・環境的領域）を用いた。分析の結果、ピアノ学習経験群では両手タッピ
ングの変動率が有意に低く、Pegboard 得点と QOL 得点においても向上傾向が認められた。特に
心理的安定および生活満足度領域での改善が顕著であり、音楽的経験が運動機能のみならず情動
面の発達にも影響を及ぼすことが示唆された。 
 加えて、田中澄子による「いろおんぷ」メソッドの活用は、音の高さを色彩で示すことにより、
音と動作の対応関係を直感的に理解させる効果をもつ。視覚・聴覚・運動感覚を統合する多感覚
的支援により、発達性協調運動障害（DCD）や自閉スペクトラム症（ASD）の児童における動作
系列化と集中持続の改善が観察された。これらの知見は、ピアノ学習が単なる音楽教育を超え、
感覚・運動・心理の統合を通じて生活全体の質を高めうることを示す。音楽を媒介とした学習は、
教育・療育・心理支援の境界を超えて、子どもの発達を包括的に支える実践的アプローチとして
の意義を有すると考えられる。 
 
1. はじめに 
 音楽療法は、音楽体験を通して心と身体の健康を支える臨床的実践である。その中でも神経学
的音楽療法（NMT）は、音楽を神経科学の観点から応用し、脳の働きを回復・発達させるための
体系的手法として確立されている（Thaut & Hoemberg, 2014）。リズムや旋律といった音楽的要
素が脳の複数領域を同時に活性化させることが知られ、この特性を利用して運動、言語、注意、
感情などの機能を訓練する。 
 NMT にはリズム聴覚刺激（RAS）や楽器による運動訓練（TIMP）など、20 を超える技法が標
準化されている。これらの技法は、脳卒中後の歩行訓練やパーキンソン病の運動改善などに活用
されてきたが、近年では教育や福祉の現場にも応用が広がっている。音の並びやリズムが生み出
す流れは、次の音や動きを自然に予測させる。その働きが体の動きを導き、リズムやタイミング
を整える支援として機能することが、音楽が療育や教育に活かされる理由である。 
 
2. 研究方法（予備調査の概要） 
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本研究は、発達に特性のある子どもがピアノを学ぶことで、手の動かしやすさや生活のしやす
さにどのような変化が生まれるのかを調べた。2024 年 2 月に奈良県・大阪府内の放課後等デイサ
ービスを利用する小学生 20 名を対象とし、ピアノ学習群（10 名）と非学習群（10 名）の 2 群で
比較を行った。 
 測定には UB-2 磁気センサー指タッピング装置を用い、指のリズムの安定性を計測した。また、
手先の器用さを測定する Purdue Pegboard Test、さらに生活の質（QOL）を評価する WHO-QOL-
26 質問票を保護者を介して実施した。 
 分析の結果、ピアノ学習群は非学習群に比べて両手タッピングの安定性が高く、左右の協調が
より良好であった。指の動きが安定している子どもほど、ペグボードテストでも高得点を示した。
さらに、QOL 評価では心理的安定や生活満足度の得点が高く、ピアノ練習を通じて集中力や達成
感が高まり、自信や安心感が育まれている可能性が示唆された。 
 
3. 考察︓NMT理論とピアノ学習の統合的理解 
 神経学的音楽療法（Neurologic Music Therapy: NMT）は、音楽を単なる芸術表現ではなく、
「脳の働きを活性化するための計画的な刺激」としてとらえる理論に基づいている（Thaut & 
Hoemberg, 2014）。NMT の中核には、リズムという時間の構造を利用して動作のタイミングを整
えること、そして繰り返しの練習によって神経のネットワークを強化すること、という二つの柱
がある。音楽の拍やテンポに合わせて身体を動かすことは、脳の運動制御に関わる神経回路を訓
練する行為に等しい。 
 ピアノ演奏は、この NMT の理論を自然に体現している。両手を別々に、あるいは同時に動か
す行為は、協調運動と注意の切り替えを同時に要求する複雑な課題である。たとえば、右手でメ
ロディを奏で、左手で伴奏を支える動作は、脳の前頭前野や小脳、基底核といった領域を活性化
させる。リズムに沿った反復動作は、小脳と基底核の運動タイミング回路を整え、動作の滑らか
さと一貫性を高めることが知られている（Grahn & Brett, 2007）。こうした訓練は、発達性協調運
動障害（DCD）をもつ子どもの運動制御や手指の協調性を改善する可能性をもつ。 
 NMT 技法のひとつである TIMP（Therapeutic Instrumental Music Performance）は、楽器演
奏を用いた運動訓練であり、ピアノ指導ときわめて親和性が高い。楽器を演奏するという「目的
のある動作」は、抽象的なリハビリ動作に比べて意欲を引き出しやすく、達成感を伴う行為とな
る（Altenmüller & Schlaug, 2015）。また、リズム聴覚刺激（Rhythmic Auditory Stimulation: RAS）
は、一定のテンポに合わせて身体を動かすことで、運動のタイミングを整える方法であり、歩行
訓練だけでなく、手指の協調や書字動作にも応用されている（Thaut et al., 1997）。 
 さらに、音楽的注意制御訓練（Musical Attention Control Training: MACT）は、音の変化やリ
ズムの強弱に合わせて反応する課題を通して、注意の持続や切り替えを鍛える方法である
（Rickson & Watkins, 2003）。ピアノ学習の中では、テンポや強弱の変化を聞き取りながら演奏を
調整する経験が、まさにこの訓練と同じ神経過程を促している。 
 これらを総合すると、ピアノ学習は音楽教育の枠を超え、NMT の理論的基盤に基づく「神経科
学的トレーニング」としての側面をもつといえる。音楽がもつリズム構造は、脳の時間的な処理
能力を整える外部の“ガイド”として働き、注意、感情、運動の統合的な発達を支える。したがっ
て、ピアノを用いた学びは、発達支援や療育の現場において、神経科学と芸術をつなぐ実践的な
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架け橋となりうる。 
 
4.「いろおんぷ」メソッドと感覚統合支援】 
 田中澄子によって開発された「いろおんぷ」メソッド（Tanaka, 2015）は、音の高さを色に対応
させることで、視覚的に音楽を理解できるようにした学習法である。通常の五線譜では「ド」や
「レ」といった音を記号として覚える必要があるが、いろおんぷでは「赤＝ド」「黄＝レ」など、
色を手がかりにして音の位置関係を認識できる。このような色彩による手がかりは、記号理解が
苦手な子どもにとってわかりやすく、学習時の負担を軽減する効果をもつ。 
 いろおんぷの特徴は、色（視覚）、音（聴覚）、指の動き（運動感覚）を同時に使う「多感覚的な
学び（マルチモーダル学習）」にある。人間の脳は複数の感覚を組み合わせることで理解や記憶を
深める傾向があり（Shams & Seitz, 2008）、この方法は子どもの感覚統合を促す働きをもつ。特に
発達性協調運動障害（DCD）のある子どもは、動作の順番を組み立てることが苦手な場合が多く、
自閉スペクトラム症（ASD）の子どもは予測できない刺激に不安を感じやすい。いろおんぷでは、
色によって音や動作の順序を明確に示すため、どちらのタイプの子どもにも安心感と理解のしや
すさを与える。 
 実際の観察では、色分けされた鍵盤や教材を使うことで、手の動きの順序が整理され、演奏中
の迷いや誤りが減る傾向がみられた。これは、神経学的音楽療法（NMT）の技法の一つである PSE
（Patterned Sensory Enhancement）と同じ構造をもち、音楽的パターンを利用して動作の系列化
を助けるものである（Thaut & Hoemberg, 2014）。色や形などの視覚的な手がかりが、脳の運動計
画を補助し、動作の予測可能性を高める役割を果たす。 
 さらに、色の要素は感覚的な楽しさをもたらし、練習を続ける意欲にもつながる。音楽を演奏
する過程で、脳の報酬系と呼ばれる領域が活性化し、快感や達成感をもたらすことが知られてい
る（Zatorre & Salimpoor, 2013）。そのため、色を使った教材は「楽しい」「もっとやりたい」とい
う内発的動機を引き出しやすく、子どもの自発的な継続を支える心理的効果をもつ。 
 以上のことから、「いろおんぷ」メソッドは単なる音楽教育の工夫にとどまらず、感覚の統合や
運動計画、集中の持続を支援する発達支援的実践として位置づけられる。視覚と聴覚を結びつけ
る色彩的楽譜は、教育と療育の境界をつなぐ新しい方法論として、今後の音楽的支援の展開に大
きな意義をもつと考えられる。 
 
5. 結論と今後の課題 
 本研究は、神経学的音楽療法（NMT）の理論を基盤に、ピアノ学習を通じた発達支援の有効性
を探った。予備調査では、ピアノ学習経験が手指のリズム協調および生活動作の自立に関連する
傾向を示した。また、「いろおんぷ」メソッドを介した多感覚的学習は、感覚統合の困難を補い、
動機づけと集中の向上をもたらすことが明らかとなった。 
 今後は、より大規模なサンプルを対象としたランダム化比較試験や、縦断的観察研究を通じて、
ピアノ学習が神経可塑性や QOL に与える影響を定量的に検証する必要がある。また、教育・医
療・福祉の専門職が連携し、個別支援計画（IEP）に NMT 的要素を組み込む制度的基盤を整える
ことが、実践の持続性を高める鍵となる。 
 ピアノという芸術的・教育的ツールが、科学的根拠に基づいた支援の一環として機能する未来
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を目指し、本研究はその端緒を開く試みである。 
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